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日経ＳＴＯＣＫリーグの目的・意義 

社会に出る前に、経済や株式の仕組みを理解する 
・株式投資本来の意味を理解 

・早いうちに経済の仕組みを知ることは、将来のライフプランを考える上でも有意義 

・自助努力と自己責任で自分の生活をプランニング 

 

自立心を高める 
・レポート作成のために、生徒自ら経済・株式投資の学習を行い企業研究を行う 

・教室の枠を超えた自発的な学習 

・投資テーマを自ら考え、理論構築を行い、創造性を高める 

 

協調性･コミュニケーション能力を高める 
・チームで1つのレポートを作成することで必然的に、協調性が養われる 

・レポート作成の過程や、一般社会との接点を持つことでのコミュニケーション能力の向上 
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日経ＳＴＯＣＫリーグのコンセプト 

経済を体験する バーチャル株式の体験学習  経済を考える 
 

 レポートの作成・提出 
学習ガイドブック 
レポートフォーマット 経済を学ぶ 

テキストブック 
“STOCK FANTASY” 

今、実際に動いている企業の株式を一定期間チェックすることで、生きた経済を体験するのが日経ストックリー

グの大きな特徴です。しかし、決してそのパフォーマンスを評価する、というものではありません。 
それぞれのチームが経済・株式投資学習を通して得た知見をいかして、個別企業の将来性、特色、社会貢
献への取り組みなどを、新聞、インターネットなどを活用しながら自ら考え、研究して、投資課題を設定します。
さらに、自らが投資するに足る企業として選んだポートフォリオを策定するプロセスや、感じたことなどを、ひとつの
レポートにまとめることにも大きな意味があると考えています。 

日経STOCKリーグ専用サイト 
 ｍａｎ＠ｂｏｗ 

日本経済新聞、 
日本経済新聞パーフェクトガイドなど 

日経ＳＴＯＣＫリーグのコンセプト 
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○アイデア賞、ルーキー賞の新設 

  特筆すべきテーマや発想に対して贈るアイデア賞と参加回数が3回以内の学校に限  

  定したルーキー賞を新設しました。テーマの多様化と裾野の拡大を推進し、多くの 

  チームにチャレンジしてもらいたいと考えます。 

○東京2020参画プログラムに   

  東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の「東京2020参画プログラム」に認定 

  されました。積極的な学びを通じ、幅広い交流や多様な経験を重ね、未来につなが 

  る機会を創出します。 

  

○参加チームのサポート体制もより一層充実 

  野村ホールディングスの担当者が参加学校を訪問して、経済・株式投資の基礎 

  などをお話させていただく出張授業も行っております。 

  ※詳しくは事務局にお問い合わせください。 

より参加しやすい日経STOCKリーグへ 
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学習ガイドブック、 
レポートフォーマットの 

ダウンロード 

レポートフォーマットに沿った 
経済・株式投資学習 

レポートの作成・提出 

審査 

STOCK FANTASY などテキスト類を事前配布。 
man@bow上からレポートフォーマットおよび学習ガイドブックをダウンロー
ドし学習を進める 

ダウンロードしたレポートフォーマットをベースにした経済・株式投資学習を
実施 そこで得た知見をいかして投資テーマ・ポートフォリオを策定 

ポートフォリオ固定運用開始 学習の成果をレポートにまとめ、 
2018年1月10日（水）までに作成・提出。 

レポート審査(一次、二次、最終審査）を行ない、3月10日に表彰式
（予定）。最優秀チームを「海外研修旅行」にご招待。 
その他、部門優秀賞・敢闘賞。アイデア賞・ルーキー賞（新設）、 
NOMURA Award（特別協賛社賞） を表彰 

申込以降随時 

12月1日～ 

１月中旬～ 

10月2日より11月30日までの2ヶ月間 

バーチャル株式の体験学習 500万円の仮想株式売買、ポートフォリオ作成を体験 

申込登録（チームＩＤ／ＰＷ取得）より9月28日まで 

9月28日までに作成したポートフォリオは9月29日に一旦リセットされます 

12月1日以降、バーチャル株式投資システム上で株式の売買は出来ません 

スケジュール 
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チームＩＤ/ 
ＰＷを入力 

500万円の仮想資金を元手に株式の売買、ポートフォリオ
の作成を行い、生きた経済を体感します。 

利用方法詳細は  http://manabow.com/sl/concept/pdf/virtual03.pdf 

バーチャル株式の体験学習 

http://manabow.com/sl/concept/pdf/virtual03.pdf
http://manabow.com/sl/concept/pdf/virtual03.pdf
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目   的 

投資テーマの選定 

ポートフォリオの構成銘柄数 

500万円分の仮想資金で10銘柄以上、最大20銘柄とします。 

ポートフォリオの構築にはバーチャル株式投資システムをご活用ください。                            
株式の購入期間は10月2日より11月30日までで、それ以降は選んだ株式を固定保有します。チームのポー
トフォリオの値動きを観察してなぜそのような変化が生じたのかなどチームで議論してみてください。 

 

経済・株式投資学習で得た知見を持ち寄り、チーム内で協調して目標を達成する。 

  ⇒ 経済・株式投資について学習し、チームメンバーの様々な意見をまとめ、                             

     チームとしての方針を取りまとめていく体験を通して「生きる力」を育んでもらうことにつながります。 

最近ニュースなどで話題になっていること、身近で気になっていることなど様々な情報に感度を高くしてチームとし
て取り組むべき投資テーマを選定してみてください。                                
また、選んだ投資テーマで組んだポートフォリオが実際の投資家に魅力的に見えるかどうかもあわせて考えてみて
ください。 

投資テーマ決定・ポートフォリオ構築 
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レポートフォーマットを活用した学習を通して経済・株式投資の基礎を身につける 

レポートフォーマットを活用して学習を進め、レポートを作成することで経済・株式投資の基礎が身につきます。 

レポートフォーマットの構成 

①基礎学習（必須） 

学習ガイドブックをテキストとして、問題に解答。 

レポート作成の前段階として、経済、金融、株式投資の基礎知識を身につけ、レポート作成に役立ててもらう
事を目的としています。 

②レポート書式（任意） 

第15回までは文字制限のみで体裁は自由にしておりましたが、レポート作成の経験が乏しいくガイドラインが欲
しい、というご要望をいただき書式を作成いたしました。 

執筆いただくレポートに盛り込んでもらいたい事項をまとめております。学習ガイドブックを参考に、この書式に
沿って指導を行っていただければ比較的スムーズにレポート作成を進めることができます。各項目の文章量や
表現は自由です。 

よりオリジナリティーを発揮してレポート作成を行いたいチームは「基礎学習」と合わせて３０P以内を守っていた
だければレポート書式は使用しなくても結構です。 

レポートフォーマットを活用した経済・株式投資学習 
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レポート課題 

１．レポートフォーマットをベースにした経済・株式投資学習において、何故その投資テーマを決めたのか 

  なぜその銘柄を選んだのか（そのプロセスも合わせて） 

２．「個人の株式投資が社会にもたらす働き」など、日経STOCKリーグを通して学んだこと 

結果発表 

レポートの体裁 

レポート審査のポイント 

審査会により提出されたレポートを審査     
2018年3月10日（土）、東京で表彰
式を行います 

 基礎学習と合わせてＡ４用紙３０枚以内（字の級数は10.0pt以上） 

  上記枚数をこえるレポートは各賞の審査対象から除外となります。 

１．経済や株式投資への理解 

２．ポートフォリオの創造性、ユニーク性 

３．表現力、文章力 

４．学習に対する熱意、意気込み 

５．ポートフォリオの理論性、専門性（大学生のみ） 

レポートの作成･提出 
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日経ＳＴＯＣＫリーグの教材 

☆「レポートフォーマット・学習ガイドブック」： man@bowよりダウンロードして活用 
 ※レポートフォーマットに沿ってレポートを完成させてください。 
 
☆学習テキスト「STOCK  FANTASY」 ： メンバー・先生 全員に１冊 
 ※経済、金融、株式などの仕組みを解説した学習本 
 
☆「日本経済新聞パーフェクトガイド」 ： １チームに１冊 
 ※日本経済新聞の株式面等の読み方を解説 
 
☆「日経会社情報PREMIUM」 ： １チームに１ID 
 ※株式銘柄選択の参考として 
 
☆「日本経済新聞」 ： 担当教諭様宛に１部宅配 
 ※2017年10月ー12月の3ヶ月間 
 
☆「日本経済新聞電子版」 ： 希望者が各自登録の上利用可能 
 ※2017年10月ー12月の3ヶ月間 
  
☆「man@bow」 ： 経済についての様々な情報コンテンツを提供 
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「基礎から学ぼう」 
コーナーで経済の基礎を学びます。 

 

お金について考えよう  

マンガでわかる経済入門 

わかっておきたい投資のこと 

など、レポート作成に必要な基礎知識が、

イラストなどを用いてわかりやすく解説され

ています。 

教材ｍａｎ＠ｂｏｗ（まなぼう）について① 

man@bow（まなぼう）サイトは、野村ホールディングスと日本経済新聞社が運営する金融経済について
楽しく学ぶためのサイトです。学校で学習する経済分野の知識だけではなく、実際の社会で役に立つような
知識や考え方を提供しています。  

「いまから学ぼう」 
コーナーで時事問題を学びます。  

 

伊藤洋一さんの人気コラム  

いま聞きたいＱ＆Ａ 

など、今話題の経済問題がわかりやす

く解説されています。 

レポートの題材を探すヒントがたくさんあ

ります 。 
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教材ｍａｎ＠ｂｏｗ（まなぼう）について② 

日経ＳＴＯＣＫリーグページでは、学習の手引きやスケジュールなど、学習を進めるに当たって 参
考になる情報が満載です。 

【STOCKリーグって何？】 
学習内容の詳細がご覧いた
だけます。 

【STOCKリーグの流れ】 
いつまでに何をやらなければい
けないか、学習のスケジュール
が一目でわかります。 

【検索窓】 
知りたい言葉があれば、サイト
内検索で検索してください。
サイト内で説明している箇所
が全部表示されます。  

バーチャル株式投資システム
へのログインはこちらから 

新
コ
ン
テ
ン
ツ
・
漫
画 
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第17回日経ＳＴＯＣＫリーグ  

2017年4月30日掲載 日経ヴェリタスより 
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昨年のレポートテーマ （入賞）  

過去における実際の入賞レポートは、man@bow でご覧いただけます。 

最優秀賞 東京大学 「Compact City～投資で創る未来の街並み～」 

部門優秀賞<中学> 筑波大学附属駒場中学校 「ぼくらの資本主義」 

部門優秀賞<高校> 愛媛県立松山東高等学校  
「Life×Technique～命あるものと技術をつなげるバイオミメティ
クス～」 

部門優秀賞<大学> 東京大学 「複数時間軸経営のすすめ」 

敢闘賞 田園調布雙葉中学校 「進歩していくイスラム市場～求められる多様性～」 

愛知県立愛知商業高等学校 
「日本と世界の架け橋へ～ハラルがもたらす友好と第２次爆買
いブーム～」 

筑波大学附属駒場高等学校 
「理想的なインパクト・インベストメントを目指して～原発の廃止
措置への投資～」 

神戸大学 「競争から共創へ！ユーザーイノベーション」 

同志社大学 
「世界の市場を掴み取れ！～もう止められないShare!革命
～」 

審査委員特別賞 
名古屋大学教育学部附属中学
校 

「支援から投資へ～アスリートの積極雇用によるマイナー競技へ
の投資～」 

お茶の水女子大学附属中学校 「Help My Mother～今から始める親孝行～」 

立教池袋高等学校 「紙ってる！？CNF CHANGES THE WORLD」 

静岡県立榛原高等学校 「MagNext～磁石と創る次の日本～」 
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昨年のレポートテーマ   
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コンテストを通じての生徒の反応など 

出典：第17回日経STOCKリーグ アンケート結果【先生からの回答】 

日経STOCKリーグを通しての生徒の反応について 



17 

日経ＳＴＯＣＫリーグの満足度・次回参加意向 

●満足度 ●次回の参加意向 

出典：第17回日経STOCKリーグ アンケート結果【先生からの回答】 
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本日はありがとうございました。 


